














要約:  現代の母子保健は、少子化・女性の社会進出・核家族化・地域的連帯感の希薄化

等多面的且つ複雑な背景があり、保健婦の行う訪問指導に対する要望は高まっている。当

研究班ではひき続き訪問指導に関する研究を継続しており、本年度は、平成 6年度に 6ヶ

月～12 ヶ月児をもつ母親、2,000 人に対する全国調査を実施したが、その結果を集計し、

訪問指導の評価を検討した。また母子保健サーピスが市町村で一元化されるに先立ち、人

口・保健婦数等から市町村を分類し、出生数に対する訪問実施状況等を調査した。さらに

保健婦の訪間活動の年次的推移も明らかにし、今後の訪問指導のあり方を検討するととも

に、地域の助産婦の活用についても研究をすすめることとした。


